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	なす術もなく値下がり傾向を続けてきた新興市場銘柄、とりわけ昨年IPOして直後は人気化してもその後、長期間放置され続け、株価が高値から２分の１、３分の１になった銘柄の行方が気になるところです。通常値下がりするのは業績が期待に反して悪かったからというのが通常で、好業績をアピールできる銘柄はハウスドゥ（３４５７）のように右肩上がりの展開が見られます。株価の上昇には安心して投資できる条件が求められます。事業の内容がわかりにくい銘柄に投資するのに何もわざわざ業績の悪い銘柄に投資する必要はないのであって、そ...
	本コラムで取り上げてきた銘柄でも先週は街コンや街バル事業を展開するリンクバル（６０４６）がストップ高を演じていますが、売られ過ぎの修正とみなされます。値下がり傾向にある銘柄ではよく半値８掛け２割引きまで売られるという言い方がされますが、同社株もまさに昨年５月の高値３４００円から今月１日の安値７０１円まで９か月余りで５分の１近くまで売られての反転上昇です。この間に業績の下方修正があったとかいう話ではなく、今期の業績が先行投資で伸び悩んだように見えるだけで、特段ビジネスの潮流に変化はなくむしろ仕掛けが...
	こうした銘柄はほかにもたくさん出てくると見られます。一方通行になりがちな新興市場銘柄への取り組みはなかなか難しいかも知れませんが、セミナーなどを通じて企業の動向をしっかり見極め、そこにポジティブな評価点を見出せたならリスク分散に心がけながらご投資をして頂くことが肝要かと思います。
	（東京IPOコラムニスト　松尾範久）

